1.実験目的
今回の実験の目的は，地磁気の成分についての理解を深めることである．
実験は，まず偏角磁力計の木製台の溝の方位磁針から距離rの位置に棒磁石の中心を合わせて置く，すると方位磁針は南北方向から振れるのでその角度θを直接測定する．計測は距離rが10cmから始め５cmずつ距離を伸ばしていき50cmまで行う．その後，距離rと直接測定した角度θを使い，Bを間接測定する．その後，磁石の長さ，断片の一辺の長さ，質量を直接測定する．直接測定とは直接ものさしやはかりなどの計器を使って測定する方法である．今回は磁石の長さ，断片の一辺の長さはノギス，質量は物理天秤で測定した．
次に振動磁力計に偏角磁力計の実験で使用した棒磁石をつり下げ，磁石に適当な水平方向の小角変位(10°以内)を与えてねじれ振動させる．上面の穴からのぞいて，磁石の端が赤い線を同じ方向に横切る瞬間の時刻を，ストップウォッチを使って計測する．これにより振動数を直接測定することが出来る．その結果から周期とAを間接測定する．最後に二つの実験で求めたAとBを使いMとHを計算し地磁気の水平分力を間接測定するというものであった．
測定値と大分市の公表値を比較し，食い違いがあればその理由を考える．水平分力だけでなく，他の成分についても調べ理解を深める．
2.理論式
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3.内容と方法の説明*
3.1理論や原理
地球は磁気を持っており，それにより地球上には磁場が生じている．これが地磁気である．現在地球では，北極部にS極、南極部にN極に相当する磁極が生じている．地磁気には，全磁力・鉛直成分・偏角・伏角・水平分力など複数の成分がある．今回の実験では水平成分についての大きさを求める．
3.2実験方法
1)　偏角磁力計の木製台の溝の方位磁針から距離r(10～50[cm])の位置に棒磁石の中心を合わせて置く．すると方位磁針は南北方向から振れるのでその角度θを測定する(このとき，方位磁針を指で軽くたたいてから測定するとよい)．実際には方位磁針をはさんで左右両側と，棒磁石を50，45，･･･10[cm]の距離に置いて測定し，そのまま方位磁針の右側に移って10，15，･･･50[cm]の測定をし，次に棒磁石の向きを変えて逆に測定していけばよい．
2)　振動磁力計に1)で使用した棒磁石をつり下げ，磁石に適当な水平方向の小角変位(10°以内)を与えてねじれ振動させる．鉛直なつり糸の周りの振動以外の運動をできるだけ与えないように注意する(何度か練習するとよい)．上面の穴からのぞいて，磁石の端が赤い線を同じ方向に横切る瞬間の時刻を，ストップウォッチを使って共同実験者と協力して記録していく．一周期の測定は難しいので，開始時刻から5回ごとの通過時刻を95回の通過まで記録する．
3)　以上の測定が終了したら，使用した棒磁石を取り出して，その長さlをノギスで，幅(断面の一辺)aをマイクロメータで，また質量mは磁気の影響の少ない物理天秤で測定する．
4.測定結果
別紙の地磁気の水平分力のプリントに記載する．
5.誤差計算
別紙の地磁気の水平分力のプリントに記載する．
6.課題
1)
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この式より直接計測量による誤差dm，dl，dT，dr，dθによりHに誤差が生じることが分かる．
4)
　地球のコアには電流が流れている．その電流が原因で地球上には磁気や磁場が発生する．地磁気とはこの磁場や磁気のことである．
地磁気の成分は水平分力の他に，全磁力・鉛直成分・北成分・東成分・偏角・伏角などがある．
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F：全磁力(nT)
D：偏角(°)
I：伏角(°)
H：水平分力(nT)

Z：鉛直分力(nT)
X：北成分(nT)
Y：東成分(nT)

図１　地磁気の成分
5)
　日本は北半球に位置しているので，北極側の磁力を強く受けているので，もし日本の方位磁針の北側の針と南側の針の長さや太さが同じなら針は水平にはならない．だから日本の方位磁石は南側の針の方を北側より長く作ったり,太く作ったりし，針が水平になるように調整している．これは正確な方位を判断できるようにするためである．そのため，南半球に位置するオーストラリアは南極側の磁力を強く受けているので，日本の方位磁石を使用すると不具合を生じる．
出典
wikipedia
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E7%A3%81%E6%B0%97
地磁気を知る
http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/geomag/menu_01/index.html
7.結果の考察
今回の実験は，地磁気の水平分力を測定するというものであった．この実験の目的は，測定値と大分の公表値を比較し，考察し，地磁気の成分について調べ，理解を深めることであった．
偏角磁力計の実験では，まず偏角磁力計の指す向きを方位磁針の指すN－Sの向きに一致させなければならなかった．この段階で誤差があると実験の結果の誤差が大きく出てしまうと考えられる．この実験では目測で目盛を読むことが多いので目盛の1/10まで読むようにしないと正確な実験結果を得ることが出来ないと考えた．振動磁力計の実験では，数え間違えで大きな誤差を招いてしまうので集中して行わないといけないと考えた．
大分高専における地磁気の水平成分は，国土地理院によれば2000年の値は25.480[A/m]である．実験の測定した結果は，（2.382±0.046）×10[A/m]であった．測定値と大分の公表値を比較すると，測定値は大分の公表値より小さい値となってしまった．原因は外部からの磁場、電場からの影響も受けたからと考えた．また，鉄筋の校舎内での実験だったので，磁場が遮断されたのではないかと考えた．
　σHの値に一番影響する測定は偏角磁力計の実験であると考えられる．この実験ではBを求めることが出来る．Bの式は
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である．tanθは90°に近づくほど誤差が大きくなる．この実験では方位磁石の目盛は目測なので誤差を与えてしまうと考えられる．よってσHの値に一番影響する測定は偏角磁力計の実験である．
8.実験の感想
　今回の実験は思ったより早く終えることが出来た．この実験を終え，地磁気への理解を深めることが出来た．実験内容がしっかりと把握できていなく，よくわからない点が数か所あった．これが今回の反省点である．
　実験１では長さや方位磁針の目盛などを読むときすべて目測だったので誤差が出やすい実験だなと思った．実験２は磁石をうまく揺らすことができれば振動の間隔は一定なので誤差はそれほど大きくならない実験だなと思った．
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